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後

藤

：富

男.君

学

：位

授

与

報

告.‘

:

報

/告

番

号

.
Z/
第

三

八

号

•

'

学
：倖

^
.種

類
.：
，
経
済
学
傅
士
_

授
与
の
：年
月
日
:'
'
-
;
:昭
和
三
九
年
九
月
ニ
五
日
■
■

学
位
論
文
題
名V

「

モ
ン
す
ル
.遊
牧
民
社
会
の
研
究」

‘

..(

内

容

:0
要
；
旨

：

-

•* 

. 

-
r 

' 

.
 

•
、
.

.
:'.
:

後

.：.藤
' 

富

.男

.

”

考
古
学
的
研
紀
に
ょ
れ
^

家
畜
の
出
現
は
西
紀
前
■五
千
年
代
に
：，遡
る
と
. 

.

.さ
れ
る
が
:'
遊
牧
的
牧
畜
は
同
一
千
年
代
以
前
ぬ
及
ば
ず
、
.従
来
言
わ
れ
る

如
く
文
化
の
原
始
的
段
階
に
属
し
な
V'
。
そ
れ
は
騎
馬
慣
行
以
後
：の
.所
産
で

，.あ
る
0
:

,

.

:

'

.

•

H

た
だ
、
.そ
の
家
畜
は
野
生
群
を
群
と
.し
て
捉
え
る
こ
と
に
ょ
'り
家
畜
化
さ 

れ
た
の
で
あ
っ
て
、
.こ
の
こ
と
は
遊
牧
制
成
立
の
契
機
'を
な
す
馬
に
つ
い
て 

.特
に
主
張
さ
れ
る
。

台
而
し
て
そ
の
家
畜
化
は
今
日
ま
で
日
常
無
数
に
反
覆
さ
れ
て
い
.る
'家
畜
技 

術
自
体
に
ょ
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
生
獲
、：

屠
殺
、，
去
勢
並
に
膜
け
を
中
■ 

.
軸
と
し
、
特
に
前
代
狩
锨
文
化
の
遺
産
た
る
前
二
者
が
重
要
で
あ
つ
.た
。
所

ぐ
：：

九
ニ 

(

八
五
ニ)

.

：

謂

：

「

危
機
説
1-
-
.の
積
極
的
意
義
を
杏
定
す
る
。
:,
- 

^

，こ

れ

ら

の

家

畜

技

術

と

結

び

つ

い

て

形

成

さ

れ

た

男

女

分

業

の

.型

が

そ

の 

'

'
‘後
の
遊
從
社
佘
の
型
を
規
定
レ
ノ
家
父
長
制
の
要
因
と
な
っ
た
。

-
紛

：
モ
ン
.ゴ
ル
遊
故
形
態
に
は
、
古
代
の
ク
リ
エ
ン〜

ホ
ト
ン
制
と
、
十
二 

•

.

三

世

紀

以

後

東

モ

ン

'.ゴ

ル

に

屯

じ

た

ア

ィ

ル

制

が

，認

め

.ら
れ
る
。
前
者
は
合 

.

同
家
族
に
ょ
る
独
立
生
産
者
的
所
有
に
も
と
づ
き
、
後
者
は
小
家
族
を
前
提 

と
す
る
所
有
の
分
解(

大
所
有
セ
零
細=,

無
所
有
と
.

)

：
を
招
来
し
た
。

^

;:
:
'か
か
る
変
苹
は
、'

家
父
長
^

ょ
る
馬
群
集
中
に
起
因
ず
る
も
'の
で
あ
り
、

■■
'
•モ
V

ゴ
ル
.種
族
に
お
け
^

政
治
的
社
会
.の

成

立

を

.犯
し
た
タ 

㈦

-■
::
,'通
説
^

ょ
れ
ば
末
子
相
続
制
は
古
代
以
来
行
わ
れ
た「

と
：さ
れ
る
.が
、
実
は
'
 

ア
ィ
ルp

以

後

の

慣

ハ！；：

で

あ

り

、

し

か

.も
そ
れ
は
家
督
相
続
で
は
な
く
、

¥ 

産
の
多
子
相
続
の一 .

形
式
で
あ
る
。
 

.，

”
 

'

モ
シ
ゴ
ル
の
土
地
制
度
は
十
一
.一〜

.三

世

紀

以

後

明

末

ま

で

を

^

牧

封

.建

制

と

名

づ

く

べ.く
、
清
代
以
降
は
所
謂
純
粋
封
建
制
に
転
化
し
た
。

㈨

近
世
.以
後
、
漢
人
商
業
資
本
の
活
動
は
モ
：ン
ゴ
ル
の
社
会
的
分
業
の
発
達 

ノ

を

阻

止

し

た

。
ー

:

.

S

歴

史
.土

，
モ

ン

ゴ

ル

社

舍

の

発

展

；
は

、
' あ

る

意

味

.
で

古

代

以

来

諸

氏

族

興

亡
 

.

.■の

縮

図

と

見

ら

れ

.る

，
？

'
.
へ

ぐ'
.
:
.
'

,

1

報

告
t

本
論
文
は
、
省
者
が
多
年
の
研
究
題
目
で
あ
る
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民
社

会

に

つ

 

い
て

、

丹
念
な
資
料
の
方
狐
に
加
ぅ
る
に
.、」

著
者
自
身
の
実
地
検
証
の
結
果
に 

も
と
づ
い
て
書
か
れ
た
著
者
の
労
作
を
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
論
文
は
六
章
か
ら
成
っ
て
い
て
、
第

一

章「

内
陸
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ノ
マ 

デ
ィ
ズ
ムJ

お
よ
び
第
一
一
章「

モ
ン
ゴ
ル
に

お
け
る
牧
畜
技
術
の
伝
統」

は
本 

論
文
の
い
わ
は
前
提
的
部
分
に
当
り
、
第

三

章「

遊
牧
民
の
牧
畜
労
働」

、
.
第 

四
章
.「

遊
牧
民
と
.家
裔
財
産」

お
よ
び
第
五
章「

遊
牧
民
と
土
地
：

」

の
三
章
、
 

と
く
に
前
ニ
章
が
本
論
文
.の
主
題
た
る
モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民
社
会
の
特
性
を
明
ら 

か
に
す
る
上
で
、
主
要
部
分
を
な
す
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
第
六
章 

「

モ
ン
コ
ル
牧
民
と
漢
人
商
賈」

が
そ
れ
に
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

第
一
章
：

「

内
陸
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ノ
マ
デ
ィ
ズ
ム

」

に

お

い

て

は

’

遊

牧

生 

活
の
本
質
が
論
ぜ
ら
れ
、
ま
ず
、
今

篇

司

博

士

の

、
遊
牧
民Q

移
動
性
は
動 

物
と
し
て
本
来
有
す
る
群
を
な
し
て
移
動
す
る
属
性
に
よ
る
も
の
で
、
' 

人
間
丈 

こ
れ
に
追
随
す
る
に
す
ぎ
ぬ
と

な
す
考
え
を
批
判
し
て
い
る
。す
な
わ
ら
、「

モ 

ン
コ
ル
の
家
畜
の
行
動
は
動
物
本
来
の
属
姓
史
た
は
動
物
社
会
の
自
律
性
を
以 

て
し
て
は
解
釈
し
'え
な
い
も
の
、
言
い
か
^

れ*

は
、
人
間Q

手
に
.よ
っ
て

加
え 

ら
れ
た
規
制
の
下
に
あ
る
。」

働
物
の
.家

畜

化

は

人

間

の

：技

術

'の
結
果
.で
あ
り
、
 

「

こ
こ
で
は
、
そ
れ
が
条
件
づけ

_
_

ひ
ろ
く
膜
け
と
呼
び
た
い
と
思
ぅ
^

 ̂

と
去
勢
と
い
ぅ
、
一
一
つ
の
技
術
的
行
動
と
し
て
現
わ
れ
て
い
^」

(

一.一一
.

一
頁)

0
.

第

ニ

章
-1
モ
シ
ゴ
ル
に
お
け
る
牧
畜
技
術
の
伝
統」

で
は
、
ま
ず
モ
ン
ヴ
ル 

牧
民
に
つ
い
べ
そ
の
羊
"

山
羊
l
馬

•
麗

な

ど

の

霊

方

法

が

.研

究

さ

れ 

て
い
る
。
遊
牧
民
は
そ
の
お
；か
れ
た
環
境
裡
に
あ
，っ
て
生
活
上
の
欲
求
を
充
足 

す

る

た

め

に

最-^
適

当

し

た

家

畜

品

猶

を

つ

ベ

々

あ

げ

た

の
で
あ
る
。
.次に
、
 

濛
古
で
家
畜
を
意
味
す
る
テ
ジ
-
‘
ブ
リ
お
よ
び
マ
ル
の
ー
ー
語
め
内
容
を
明
ら 

"か

；に

し

、
，
牧

民

は

家

畜

を

隹

済

的

に

役

±

た
せ
る
た
め
.に
、
い
か
，な
る
技
砠
を 

有
す
.る
か
^

検
討
し
.て
い
る
。
こ
'こ
で
は
、
た
：と
え
ば
食
肉
慣
行
、' 

屠
殺
法
、

'.

.

'

.学

位

授

与

報

告
.

.

.酪
や
酥
の
加
工
技
術
、
.
皮
革
と
.毛
.の
利
用
法
、
家
畜
の
去
勢
法
な
ど
が
、
古
代 

に
ま
で
遡
っ
て
詳
細
に
研
究
さ
れ
て
い
る
の
で
お
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
..つ
い 

て
.は
、
資
料
が
錯
綜
し
、
免
人
め
研
究
に
も
異
同
が
多
く
、
明
確
を
欠
く
点
が 

す
く
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
著
者
に
ょ
っ
て
は
じ
め
て
充
分
な
吟
味
が 

遂
げ
ら
れ
た
と
い
っ
て
い
い
点
が
す
く
な
く
な
い
。

ま
た
遊
牧
的
牧
畜
が
成
立
す
る
に
は「

群
が
群
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
な
け 

れ
ば
な
ら
ぬ」

(
1

七
ニ
頁)

；
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
観
：点
か
ら
家
畜
化
.の
技
術 

と
し
て
、
捕

獲•

屠
殺
：*
去
勢
な
ら
び
に
膜
け
と
い
う
四
つ
の
範
疇
の
技
術
を 

そ
の
基
軸
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
牧
畜
の
起
源
を
獲
物
.を
得
る
手
段 

す
な
わ
ち
四
り
狐
の
圆
り
と
し
て
飼
養
馴
致
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
説
.を 

立

て

て

い

る

.
。

第
兰
章
'「

遊
牧
民
の
牧
畜
労
働」

'
で
は
、
遊
牧
民
に
お
け
る
男
女
分
業
の
諸 

.

’
形

態

が

説

明

さ

れ

た

の

ち

、

遊

牧

民

の

婦

人

の

豸

_

|*
|

に

お

け

る

地

位

に

つ

い 

て

、
.
ハ
，
ン

テ

ィ

ン

：
ト

シ

や
..

ラ

ド

ロ

フ

等

の

相

反

す

る

諸

説

，の

批

判

検

討

を

通

じ 

て
、
こ
の
社
会
に
お
け
る
家
ハ
义
長
制
の
成
立
の
過
程
が
論
述
さ
れ
る
。
す
な
わ 

ち
、：
.狩
狐
時
代
か
ら
遊
牧
時
代
に
.う
.つ
る
に
'つ
れ
、
男
子
の
活
動
も
次
第
に
牧 

畜
に
む
.け
ら
れ
、
婦
人
の
活
動
の
分
野
は
狭
め
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
と
く
に 

為
.を
中
枢
と
す
.る
狩
狐
活
動
.と
、
屠
殺
お
ょ
び
去
勢
'の
技
術
の
.担
当
者
な
ら
び 

に
決
定
者
と
し
て
の
男
子
の
.役
割
が
女
子
の
她
位
を
卑
小
な
ら
し
め
た
最
大
の 

.原
因
で
あ
っ
た
。
.::
■

:
'
:ェ
：ン
ゲ
ル
ス
は
家
畜
の
飼
養
が
ば
じ
ま
っ
た
こ
'>
'

を
以
で
、「

最
.初
.の
大
き
な 

■

社
会
的
分
業」

と
ム
て
い
る
.°,
.蒙

古

遊

牧

社

会

と

漢

人

の

農

耕

社

会

と

，
の

間

に 

規
^

§

な
交
易
の
行
わ
' ^
は
じ
め
た
こ
：と
は
、
か
'な
ら
ず
し
も
そ
れ
を
以
て
社

九
三

(

A

s

e

.
1



会

分

業

の

形

成

と

；い

'ぅ

こ

と

、
は

出

来

な

い

、

か

.え

っ

て

、.こ
の
，漢

人

と

の

：交

易
 

関

係

は
.

牧
帝
生
產
0

余
剰
を
..ほ
と
.ん
^

あ
^
.
す
と
こ
ろ
な
く
吸
収
し
.つ
'く
す 

漢
人
商
業
資
本
の
一
も
と
で
、.
牧
民
^ '
会
に
お
け
る
生
産
力
の
発
展
を
お
さ
え
、
..
 

し
た
が
.っ
：..て

ま

た

そ

の

社

会

的

分

業

の

発

生

を

阻

止

す

る

カ

と

な

っ

て

働

い

た

の
^

あ
っ
.
^
0

.

.
:
;
.
.
:
.
^
.
,
、
. 

、

一：
..：
..'. 

V
,

U

か
し
"

こ
の
章
の
：も
っ
と

.
も
^
目

，す
べ
き
■

所
は
、
男
女
分
業
の
結
合
統 

.

一
と
，し
て
.の
* -
,
遊
牧
単
位
の
構
造」

.，
の

分

析

で

あ

る

.。

各

家

族

が

あ

る

い

は

孤
 

立
し
、
'あ
る
い
は
小
さ
な
団
体
^
1,な
:0
て
遊
牧
す
る
ア
ィ
ル
形
式
、
ア
ィ
ル
が 

•#
数
集
団
を
な
す
ク
リ
エ
シ
形
式
、
：：
あ
る
い
.は
ホ
ト
ン
-
一
〇
乃
茔
ー
ー
ー
〇

P

ア 

ィ
ル
が
結
合
し
た
集
団)

.
の

形

態

な

ど

：に
■つ
き
'、

歴
史
的
に
#

^
な
ま
^

を
.お 

こ
な
っ
.て
い
る
..の
で
あ
る
が
、
‘
こ
の
問
題
は
内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究
上
か
^
も
そ
一 

の
基
礎
を
な
す
も
の
；で
、U

の
、
真
相
を
.把

掘

す

る

：
こ

と

誠

に

困

難

：な

問

題

に 

む
か
っ
て
、
.著
者
は
該
博
|

献
上
-:
0

知
識
上
、.
.実
地
研
究
の
.成

果

と

.
を

巧

み 

に
調
和
し
て
、
注
目
す
べ
き
結
論
に
達
：し
て
い
る
の
.：で
，.あ
る
。.
_そ

の

結

果

と

.
し 

て
：、
チ
ン
し
キ
ス
汗
の
大
帝
国
成
立
の
事
情
を
は
じ
.め

，

漠

北

史

：上

：
の

徵

；々

の

問 

題
を
解
く
鍵
を
提
供
し
た
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
.ぅ
。

第

四

章「

遊
牧
民
と.家
畜
財
産」

'
で
は
、
第
三
章
に
お
け
る
遛
牧
単
位
の
分 

析
を
ふ■ま
え
て
、

か
が̂
遊
牧
単
位
の
形
成
に
と
も
な
ぅ
、

.
家
：畜
を
中
心
.と
ず 

る
.財
産
の.観
念
と
そ
の
：所
有
形
態
を
問
題
に
し
て
い

.る
。
；，
そ
し
て、.
'ま
ず
.馬
そ
；
 

の
他
の
大
型
家
畜
に
..お
'さ
れ
た
タA
ガ
ノ (

格
印)

は
、
集
団
の
標
識
で
は
な

C
 

ー
家
族
の
し
る
レ
で
あ
^

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
.、
.古
代
蒙
古 

に
は
家
族
財
と
個
人
財

A
J

が
.あ
っ
た
こ
と
、
'家
畜
窃
盗
に
対
す
名
処
翻
法
と
；そ

：
 

の
歴
史
的
変
遷
な
ど

.を

詳
論
し
、「

家
畜
は
、
：
今
日
よ
り
遡
り
う

-る
か
.ぎ
り
で

、

'

:

九

四

： (

八
五
：四)

、

は

、
：
：
私

有

財

産

、
：
す

^

わ

ち

男

子

で-あ

る

.
家

長

を

代

表

と

す

る

家

族

の

所

有

財
 

:

産

と

：
し

て
.見
出
さ
れ
る」

.
，

(
1
1

八
八
.頁
> 
と
結
論
す
る
。

•

：
そ

し

：
て
"

そ
.の
家
族
の 

形

態

に

つ

い

て

、

東

モ

，
ン
ゴ
、
ル

.に
^ -
い

て

財

産

所

有

の

^

^

た

る

家

族

で

あ

っ 

た
：ア
イ
ル
、

お
よ
び
ホ
ト
ン
地
域
に
お
け
る
ゲ
ル=

ブ

ル

(

核
家
族)

、
ォ
ル 

ヶ
"
ブ
ル
，(

拡
大
家
族
.

〉

等

に

つ

い

て

考

察

し

，、

近

代

モ

シ

ゴ

ル

社

会

で

*

、 

西
方
に
お
け
る
財
産
の
大
家
族
に
：よ
：る
所
有
と
、
東
方
に
お
.け
る
そ
の
^
^
族 

に
■よ
る
.所
有A

T

の
一
：

1:

形
態
が
並
存
す
る
事
情
を
明
快
に
示
し
て
い
る
。

.

. 

.

.財
産
の
発
生
.は
当
然
相
続
制
の
問
題
を
.喚
起
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
著 

者
は
モ
ン
コ
ル
遊
牧
浪
^

^

0
末

子

相

続

制

，
の

実

態

、

財

産

分

割

の

事

情

を

詳
 

細
に
検
討
.し
、
' そ
れ
は
多
子
相
続
制
に
ほ
か
.な
ら
ぬ
と
結
論
し
.て
い
る
。
す
な 

-
ゎ
ち
、
著
考
は
こ
'の
.点
に
関
し
> 

:こ
こ
に
お
..け

る

..末

子

相

続

は

家

督

相

続

で

は
 

な
く
、；
実
は
財
産
の
最
後
.の
部
分
を
分
与
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
ノ
牧
民
に
t

財 

車
の
相
綺
は
あ
る
.が
、
..家
督
相
続
の
観
念
は
な
い
と
い
ぅ
新
見
解
を
提
出
し
て 

い
る
の
で
あ
：っ
て
、
そ
れ
に
従
え
ば
，
モ
ン
ゴ
ル
社
会
に
#
け
る
末
子
相
続
制 

と
V

5
通
説
は
.ぐ
つ
.が
.え
さ
れ
、
；
実
曝
は
財
產
の
多
子
相
続
に
ほ
：か
な
ら
ぬ
：と 

い

ぅ
-
上
に
な
る
。-'
:
箸

者

の

：論

証

は

き

：わ

め

；
て

周

到

か

つ

.明

快

で

あ

る0 

.つ
、V

で
.
.
'家

畜

所

有

関

係
..の

棘

明

に

；
す

す

み

'
.
大

多

敎

の

牧

民

は

独

立

の

小
 

生

産

者

た

：
る

こ

と

.を
望
む
，.

(

そ
の
た
め
.の
所
有
家
畜
数
は
上
限
五
.百
頭
、

下
限
一
一 

百
頭
で
あ
る
と
さ
一
れ
る

.

)

の
で
あ
る
が
> 

家
畜
の
所
有
形
態
と
そ
の
管
理
の
能 

力
か
ら
、
階
層
間
の
格
差
を
生
む
と
：と

も

に

、
：，一,方
で
.は
牧
主
.(

集
中
的
大 

所
有
者
>

と
;'
.
'他
方
で
.は
雇
用
労
働
者
.(

零
細
.
無
所
有
者)

ベ
、の
^

^
を
f

 

に
.い
た
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
.し
：て
い
.る
。
著
者
の
こ
の
^

㈣

は
眧
和
一
五
年 

頃
の
著
者
自
身
の
調
査
に
よ
っ
て
確
か
め
.ら
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
こ
で
は
罾
豸

層
の
牧
民
の
：生
活
状
態
の
調
查
結
果
に
っ
い
.て
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
"',

こ

の

よ

う

な

社

会

的

変

動

を

も

た

ら

し

た

起

因

を
■ r

家

父

長

め
#
.有

財

産

と

：
 

し

て

の

馬

群

の

集

中h

:(

三

六
-:
頁)

'に
4

と
め
.た

第

四

章

第

一

一

一

：
節

，

「

家

畜

所
 

有

形

態

の

歴

史

的

変

遷

と

馬

の

役

割

」

：
は

、/
:こ
：.の

遊

牧

民

社

会

の

歴

史

的

特

賛 

を

理

解

す

る

上

に

、

誠

に

興

味

深

い

。

关

豸

族

ハ

ホ

ト

ン

や

ク

リ

'エ
ン
.

)

.が

財 

産

を

共

有

す

る

場

合

は

一

部

の

成

員

の

み

が
’生

活

に

窮

す

る

_危

険

ぼ

す

く

な
 

い
。

し

か

し

、
，̂
馬

慣

行

が

普

及

す

る

に.つ

れ
て
、

ク
.リ
：エ

ン

間

に

馬

群

..の
掠
一 

奪

競

争

が

は

じ

ま

り

、
：集

団

は

武

力

化

し

、

.；.家

長

：は

敗

治

的

支

配

者

の

性

格

を 

も

ち

は

じ

め

る

に

い

た

る

。
，-■
■-
.大

馬

群

の

集

中

的

大

所

有

は

、
；，合

同

家
'族

制
、

, 

ク

リ

エ

ン

形

態

の

崩

壊

を

み

ち‘び

:<
-

^
と

も

に

ぃ

草

原

に

お.け

る

新

た

な

政
- ^
. 

社

会

の

成

立

を

促

す

契

機

上.も

な
.っ

て
い
る
1-
.
: 

a

一一
 
六
：一.

直)

：
の

で

あ

る
o
,

第
五
.章

「

遊
牧
民
と
土
地J

'

で
と
，

C
V

あ
っ
か
う
.と
こ
ろ
は
土
地
私
有
，
の
.. 

問
題
:、
;T
有
形
態
の
.
.問
題
、.■:
遊
牧
封
建
制
を
め
ぐ
る
.諸
問
題
.で
あ
る
。.
.
.
.
ま
ず
冬
，
.. 

営
地
と
蕃
地
の
区
別
，
.
.牧
地
0

先
取
権
等
に
.：っ
き
詳
述
し
て
、
；牧
民
間
に
土 

地
：私

有

権

が

あ

る

か

否

か

の

問

題

を

と

り

あ

げ

、

土

地

に

私

有

関

係

は

な

い

.と 

■す
る
レ
ヴ
.ィ
.
ン
ス
キ
.丨

等
の
説
に
.同
意
を
示
し
て
い
る
。
但
し
、
土
地
私
有
の 

関
係
な
き
理
由
を
土
地
資
源
の
絶
対
的
な
広
大
ざ
に
帰
す
る
諸
学
者
の
通
説
.に
' 

対
し
て
は
疑
い
を
提
出
し
、.
牧
地
の
保
全
は
牧
民
が
細
心
の
注
意
を
払
う
と
こ 

ろ
：で
あ
る
e

と

を

綿

密

.に

実

証

し

て

い

る

。
：

し

か

し

、
.牧

民

に

も

パ
.わ

が

土

地」

-

い
う
観
念
■は

あ
.っ

た

の

で

あ

る

。

著- 

者

は

、
 

そ

れ

を 
ス
ト
ゥ
.ク

の

神

た

る

オ

ボ

の

崇

拝

に

.つ

い

て

の

独

自

の

見

解

を 

通

じ

て

、

解

明

し

て

，い

る

。
，
ヌ

ト

ゥ

ク

は

遊

牧

割

当

地

-'
:
一
，
つ

の

社

会

集

団

に

' 

所

属

す

る

：土

地

を

意

味

し

て

い

る.。「

知

が

土

地」

と
.い

，
う

：
観

念

は
.：.

「
『

わ
^

学

位

授

与

報

告-

ら』

意
.識
を
共
通
に
も
づ
内
集
団
の
生
活
圏」

と
し
.て
、
し
た
が
っ
て「

明
ら 

か
に
外
集
団
の
.領
域
と
は
区
別
さ
れ」

た
も

の
と
し

て
、

形
^

さ
れ
て
く 

る

c
m

九
六
頁)

。

.
っ
い
で
、，
従
来
学
界
で
行
わ
れ
て
き
た
古
代
モ
ン
ゴ
ル
社
会
の
氏
族
的

構
造 

'説
を
批
半
し
.

エ，リ
.
.ザ
ベ
ス
H
ぺ
ィ
ク
ン
.の
.、.
オ
.ボ
ク(

姓
.

)
は
普
通
の
氏
族
と 

異
な
る
一
種
の
種
族
世
系
集
団
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
支
持
し
、
オ
ボ
ク
と
.同 

じ
ぐ
牧
民
の
.集
団
で
あ
.る
ィ
ル
ゲ
ン
，、や
ゥ
ル
ス
な
.
£の
諸
語
.の
意
味
す
る
と
こ 

ろ
を
明
ら
か
.に
し
て
い
る
。

ま
た
匈
奴
時
代
の
甌
脱：

(

棄
地
'
r
ま
た
は
遊
牧
大 

.

勢

力

間

：の

中

立

地

帯

)

'.
は
両
集
団
の
勢
力
関
係
に
.よ
っ
て
つ
ね
に
浮
動
す
る
と 

V,
う
新
見
解
を
示
し
て
い
る
、ず
、
こ
の
点
は
従
来
の
東
洋
史
学
界
が
未
だ
思
い 

.
,
栗
ら
な
：力
.つ
./-
点
.で
V
遊
牧
社
会
.史
研
究
上
に
寄
与
.す

る

，
と

こ

.
ろ

が

す

べ

な

く
 

な
い
.。
：‘更
に
著
者
は
こ
：れ
ら
の
社
会
集
団
の
：解
明
を
通
じ
.て

「

封
建
的
領
有
を 

認
め
る」

.
の
で
あ
る
が
、

「

ひ

と

.し

く封
建
制
と
は
言
っ

て

も

、
明
',清
の
間 

に

明

確

為

一

，
線

を

劃

す

べ

き

.で
は
な
い
か」

(

四

三

〇

頁

)

>

主
張
す
る
。
す
な 

.
わ
ち
、
：：い
わ
ゆ
る
遊
牧
封
建
制
は
明
末
を
も
っ
て
蒙
古
に
お
い
て
：は
終
焉
を
告 

.げ
る
の
で
あ
っ
て
、
清
代
0

蒙
古
に
お
い
て
ば
、
.免
朝
の
盟
旗
制
に
よ
っ
て
、

1

定
の
境
域
を
も
つ
旗
地
が
法
的
に
封
建
的
授
^
§
の

対

象

と

な<?
た

と

い

う

の 

が
、
著
者
の
ハ
見
解
で
ぁ
る
。

:.
:

第
六
章
、
モ
ン
ゴ
ル
牧
民
と
漢
人
：商
賈」

で
は
、
漢
人
商
賈
の
蒙
地
進
出
、

.

モ
ジ
ゴ
；'ル
牧
民
に
.お
け
る
商
品
経
済
の
.浸
透
、：
漢
人
と
牧
民
と
の
私
市「

草
地 

:

売
買」

に
つ
.
い
て
の
研
究
な
ど
を
通
じ
て
、：
.モ
シ
ゴ
.
ル
牧
民
と
漢
人
商
賈
と
の 

:接
触
が
、.

1

面
に
お
い
て
モ
ン
ゴ
ル
牧
民
に
ガ
し
近
代
化
へ
の
意
欲
を
刺
戟
す

る
：反
面
、
他
面
に
お
い
て
、':
漢
人
商
業
資
本
の
進
出
が
モ
ン
.ゴ
ル
に
お
け
る
社

. 

•■•
 

• 

• 

.

九

五

(

八
五
五)



会
的
分
業
0
発
達
を
阻
止
.し
た
所
以
を
明
ら
か
.に
し
て
_い
る
。，.す
な
_わ
ち
、.
.牧
. 

■民
は

'-
>

と

ぐ

：に
内
蒙
ま
长
お
い
て
は
；，.
.主

公

，に

搾

取

さ

れ

、
：

.
さ

ら

ね

牧

地

め富
.. 

は
漢
人
商
賈
に
：吸
収
さ
れ
て
、：'歡

：
い
：
難

い

涸

渴

：
ど

貧

困

が

.支
配
矛
る
に
い
：た
ら 

た
。V

ま
た
.漢

人

の

商

業

的

活

動

：は

i

畜
生
產
の
蓄
稹
を
妨
げ
、
社
会
的
分
寒

の
' 

.発
達
を
抑
止
す
る
結
果
七
な
：っ
た
の
で
あ
る
。
こ
'の

社

会

の

停

滞

的

砠
|&
を

理 

解

す
る

上

の

一助

と

な

り

ぅ

る

と
.こ

ろ

で

あ
.ろ

ぅ

。
.

一：

(

.

.
：
'

「

;:
-
:以

上

が

本

論

文

：の

要

旨

で

あ

る

が

、
ー
：
著

考

の

：
モ

ン

ゴ

ル

遊

牧

民

社

会

.の

研

究 

、
は

実

に

三

十

年

以

上

に

苴

っ

て

続

け

.ら
が
今
に
到
っ
た
も
：の
で
，
：容
易
に
他
の
. 

追
..随
を
.許
^

ぬ
深
さ
と
.ひ>

0

さ
と
を
も
0

て
：い
.
.る
。：.
も
と
'%
と
、
::
:
.
:モ.

ン
ゴ
.：ル
遊
.. 

牧
民
の
社
会
:,
-
経
済
の
歴
史
的
変
遭
'お
よ
び
現
在
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
多
く 
ノ. 

:0
学
者
の
努
カ
.に
本
か
か
わ
ら
ず
い
：
此
お
明
確
を
欠
く
4

が
す
<
な
く
な
か
っ 

た
の
で
あ
る
:0
-
:本
論
文
は
そ
れ
ら
.の
多
べ
に
つ
い
て
'、
.
極
.め
て
妥
当
と
思
わ
れ 

る
新
し
い
解
釈
や
分
析
を
あ
た
え
て
い
る
。
と
く
に
遊
牧
民
に
お

け

る

.労

働

組
 

織
、
財
産
所
有
の
単
位
た
る
家
族
制
の
問
題
、，，あ
る
い
は
土
地
所
有
を
め
ぐ
る 

諸
問
題
等
に
つ
い
て
、
：
' 豊
富
な
資
料
並
び
.に
実
地
踏
莶
の
結
果
を
駆
使
し
て
、
 

新
し
■い
見
解
を
披
漉
し
、.：

モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民
社
会
研
究
に
掇
め
て
大
き
な
寄
与 

を
な
し
て
い
る
。
著
者
は
ま
た
プ
ジ
.ア
、
ア
フ
リ
ヵ
の
^
»
に
遊
牧
生
活
を
営 

む
チ
ュ
ル
タ
、
ア

ラ

ブ

そ
の
他
の
，
モ
ン
ゴ
ル
以
外
の
諸
民
族
.の

社

^

，
経

済 

に
も
往
意
し
、.
し
ば
し
，は
比
較
的
考
察
を
行
っ
て
い
る

。

，

こ

の
点
は
本
論
文
に 

お
：け
る
論
証
を
一
層
堅
固
な
も
の
と
す
る
：に
役
立
っ
て
い
，る
と
は
い
え
、
こ

の 

部
分
に
お
，い
て
は
;'
資
料
の
選
択
な
ど
に
つ
い
て
、
若
干
の
不
備
が
あ
る
か
に 

見
ら
れ
る
。
ま
た
内
蒙
古
の
研
究
に
と
X

に
重
点
が
お
か
れ
、
外
蒙
古
の
研
究
. 

に
や
や
密
度
の
疎
な
る
が
如
き
感
を
あ
た
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
、
そ
れ

が

か

：
え

：
つ

R

内
蒙
古
の
研
究
を
充
実
.せ
し
め
る
結
果
と
も
な
.0
て
い
る
.と
い
つ 

て

い

い

，で

あ

ろ

ぅ

。

 

.

,、
v>
ず
れ
に
せ
ょ
、；
本
論
文
.は
.モ
ン
ゴ
ル
遊
牧
民
社
会
研
究
上
の
，

1
,

大
業
績
と 

し
て
推
奨
す
べ
き
も
の
：'で
あ
り
、
.学
界
を
稗
益
す
る
こ
と
き
わ
め
て
大
.な
る
も 

の
が
あ
る
こ
と
を
疑
わ
な
い
。
経
済
学
博
土
の
学
位
授
与
に
充
分
値
す
る
も
の 

と
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

：
.

ン
V
.
+ミ
論
文
審
查
担
当
考
ス
主
查
:-
'

'
ヽ
，
小

池

徳

太

郎

パ 

.

;
副

査
.：：.:;
■
.
■山
：本

.,
一
登
'
:

-

;

前
.嶋

，信

次
.

.

.

.

.
!
 

- 

. 

■ 

f 

-
i 

■
■
■
■

»
 

• 

. 

■ 

- 

■ 

. 

•

ノ 

k

験
の
結
果
の
要
旨

右
、
学
位
申
請
に
関
連
1>
、
砠
去
に
お
け
る
同
君
の
業
績
を
検
討
い
た
し
た 

結
果
、
大
学
院
博
士
課
程
の
修
了
者
と
同
等
以
上
の
学
識
を
有
す
る
も
の
と
確 
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